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 梁の両端部を RC 造、中央部を S 造とする複合構造梁（ハイブリッド梁）は、S 造単一の梁と比較して部材の剛性を高め

変形を抑えることができる。既報においては、基礎梁を対象に S 造の梁（S 梁）を RC 造の梁（RC 梁）に S 梁せいの 2 倍

埋め込んだハイブリッド梁の構造実験を行い、変形性能や終局強度の算定方法を確認した。今回は適用範囲の拡大を目指し、

基礎梁よりも断面が小さい一般階の梁を対象とした構造実験により、変形性能を確保するための設計条件を明らかにする。 
 

 ハイブリッド梁構法の概要を図－１に示す。実建物を想定したハイブリッド

梁は、内法長さ 11,000mm、RC 梁断面 1,300×1,600～850×1,000mm、RC 部長

さ 2,150mm、鉄骨部断面 H-1,000×300～H-700×300、鉄骨埋め込み長さは鉄骨

せいの 2 倍程度である。試験体は、これを 1/2～2/3 に縮小したモデルで、片持

ち梁型式の試験体の自由端側の先端を 1,000kN ジャッキで加力した。破壊形式

は、RC 梁の曲げ降伏が先行する 10 体と、RC 梁のせん断破壊が先行する 1 体

の計 11 体である。埋め込み始端側の集中補強筋は、外周部・中子筋共に溶接閉

鎖型とし、RC 梁内での増幅を考慮したせん断力を補う量とした。また、RC 梁

のせん断終局耐力の算定においては、塑性回転角と、RC 梁内でのてこ作用に

よるせん断力の増幅を考慮して耐力を低減した。その他、変形性能に大きく影

響する RC 梁のせん断応力度レベル（τu/Fc：RC 梁の断面に生じる平均せん断

応力度をコンクリートの設計基準強度で除した値）に着目すると共に、RC 梁

の断面寸法、梁主筋の材種、コンクリート強度、有効せん断補強筋比を実験因

子とした。 
実験結果として、実験因子の内、有効せん断補強筋比とせん断応力度レベルについて、限界変形角との関係を図－2 に示

す。せん断応力度レベルを 0.12 以下、有効せん断補強筋比を 0.007 以上とすることで、R=25×10-3rad 以上の変形性能が確

保される。せん断余裕度と耐力余裕の関係を図－３に示す。終局せん断強度の算定において、塑性回転角 Rp=0.015 を考慮

すると共に、せん断余裕度を 1.0 以上とすることで、耐力余裕度は 1.05 以上となり、計算値は実験値を安全に評価する。 

 
 

S 梁の埋込長さを S 梁せいの 2 倍としたハイブリッド梁の構造実験を行い、変形性能の確保や損傷制御の方法について確

認したことで、一般階に適用できるようになった。また、本構法は、「奥村式ハイブリッド梁構法」として日本建築総合試験

所の建築技術性能証明を取得した。 
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図－３ せん断余裕度と耐力余裕度 

 (a)有効せん断補強筋比と限界変形角  (b) τu/Fc と限界変形角 

図－２ 実験因子と限界変形角の関係 

図－１ ハイブリッド梁構法の概要 
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